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ッ
ト
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赤
い
グ
ラ
ス
」
な
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曲
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で

根
室
管
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が
こ
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ど
、
自
作
の
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中
標
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こ
ろ
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大
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で
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て
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い
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願
う
牧
野
さ

ん
に
、
須
郷
英
喜
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育
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も
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各
学
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を
呼
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掛
け
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こ
の
歌
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野
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ど
し
て
作
詞
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作
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し
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今
年

四
月
、
町
に
寄
贈
し
た
。
中
標

津
の
お
お
ら
か
な
風
物
を
、
十

六
ビ
ー
ト
の
軽
や
か
な
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ズ
ム

に
乗
せ
て
、
明
る
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楽
し
い
旋

律
で
歌
う
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中
標
津
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こ
ろ
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で
始
ま
る
こ
の
歌
を
、
須
郷
教

育
長
が
聴
き
「
住
む
ま
ち
を

、

『
い
い
と
こ
ろ
だ
』
と
歌
い
上

げ
る
プ
ラ
ス
思
考
の
曲
で
、
み

ん
な
が
心
を
一
つ
に
で
き
る
」

と
感
激
。
保
育
園
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
集
ま
る
機
会
に
み
ん
な

で
歌
っ
て
心
に
刻
み
つ
け
た

い
、
と
牧
野
さ
ん
に
協
力
を
持

ち
掛
け
た
。

中
標
津
を
好
き
に
な
り
昨
年

秋
に
東
京
か
ら
移
り
住
ん
だ
牧

野
さ
ん
も
、
須
郷
教
育
長
の
熱

意
に
打
た
れ
、
歌
を
手
直
し
し

た
上
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
子
供
た
ち
の

器
楽
合
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ま
で
、
ど
ん
な
編
成
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も
演
奏
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
編
曲
し
た
総
譜
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週
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か
り
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成
さ
せ
た
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時
に

寄
贈
し
た
四
部
合
唱
の
譜
面
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「
高
度
な
合
唱
に
も
、
子
供
た

ち
の
合
唱
に
も
使
え
、
二
部
合

唱
も
で
き
る
」
労
作
だ
。

牧
野
さ
ん
は
、
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月
初
め
の

町
小
中
学
校
音
楽
交
流
発
表
会

を
鑑
賞
し
て
「
子
供
た
ち
と
教

師
の
心
の
つ
な
が
り
に
、
こ
の

ま
ち
は
素
賢
し
い
と
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
」
と
い
い
「
こ
、

の
感
激
を
伝
え
る
た
め
に
も
、

町
内
す
べ
て
の
学
校
を
回
っ
て

指
導
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

♪｢中標津っていいところ ｣♪!!

総譜を町教委に寄贈
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歌
っ
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住
の
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し
た
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譜
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前
に
、
オ

ー
ケ
ス
ト
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じ
た
編
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で
「
中
標
津
っ
て
い
い
と

、
こ
ろ
！
」
を
キ
ー
ボ
ー
ド
で

演
奏
す
る
牧
野
さ
ん

「 」学校回り指導したい


